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平
高
に
入
学
し
た
理
由

感じた。そのような事が起こった場合には、健康状態
や、さまざまな事に注意を払う必要があることが分かっ
た」という感想が聞かれました。今回の訓練は、いざとい
う時に命と地域を守る実践的な訓練となりました。

　学ぶことが自分の可能性を引き出し、豊かな人生に
つながるということを考える機会にするため、１年生
を対象にキャリア講演会を10月７日に開きました。
　講師で盛岡大学の新沼史

ふ み か ず

和教授からは、進学や就
職、物事に対する向き合い方などを幅広く講義いた
だきました。生徒は「ポジティブな言葉を使うことで
失敗が減ると感じた。これからはポジティブ思考を
心がけ生活していきたい」、「何十年経っても常に学

キャリア講演会「学びは生きる選択肢を広げる」を開催

ぶことを大切にし
て過ごしたい」な
どと振り返り、今
回の講演会は生徒
自身の生き方につ
いて考える良い機
会になりました。

いざという時に備える

積極果敢な滑りを見せた知洋さん
（１月12日、県高等学校スキー大会）

　
仲
間
と
過
ご
す
時
間
で
す
。
学

び
合
い
、部
活
動
で
励
ま
し
合
い
、

行
事
で
協
力
し
合
う
中
で
、
絆
が

深
ま
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

せ
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

学
校
生
活
の
楽
し
い
と
こ
ろ

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、

今
は
高
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
を
お
手
本
に
、
部
活
動
の

経
験
を
生
か
し
、
生
徒
が
楽
し
く

成
長
で
き
る
よ
う
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
先
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
・
進
路

　
平
高
に
は
仲
間
と
笑
い
合
い
挑

戦
で
き
る
毎
日
が
あ
り
ま
す
。
授

業
や
部
活
動
、
行
事
で
新
し
い
こ

と
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
充
実
し

た
青
春
の
時
間
を
思
い
っ
き
り
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

平
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頑
張
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て
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る
こ
と

　
小
学
生
の
時
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
高
校
で

も
続
け
た
い
と
思
い
、
伝
統
あ
る

平
舘
高
校
に
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

場
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
部
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
勉
強
と

両
立
が
で
き
る
よ
う
、
練
習
後
の

時
間
を
学
習
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」の
授
業
で
は
温
泉
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
温
泉
の
効
能
、
八
幡
平
市
の
温

泉
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
今
は

観
光
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
調

べ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
競
技
で
全
国
大
会
に
出

平高ＬＩＦＥ

佐々木 知
ち ひ ろ

洋 さん 
（松尾中出身）

平高で、仲間と青春の時間を
思いっきり楽しみましょう

生徒会長・普通科２年

　本校は10月８日、本年度２回目の避難訓練を行い
ました。訓練は、火山災害を原因とした避難と避難
所設営を目的に、前半は国土交通省岩手河川国道事
務所職員から「岩手山噴火を想定した被害想定や、災
害時の対応」について講義を受けました。後半は市防
災安全課職員の指導を受け、避難所開設時に使用す
るパーテーションや簡易ベッドの組み立てを体験し
たほか、避難所として本校が地域の皆さんを受け入
れる場合の受付方法や避難場所の割り振りなどを

折り畳まれた段ボールを開き、
ベッドの形にしていく生徒﻿

具体的にお話し
いただきました。
　生徒からは「避
難者の事情に応
じた配慮や季節・
気温に合わせた
避難所運営を行
うのは難しいと

自らの経験をもとに、挑戦する
ことの大切さを伝える新沼先生

岩手山噴火を想定し避難所設営を体験

進
路
に
迷
っ
て
い
る
中
学
生
に

本校は、洪水、土砂、火災、地震災害の際には共新地区の避
難所に、岩手山の噴火が発生した際には高宮、中村、間羽松、
舘腰の一部地区の避難所に指定されています。

17


